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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談 庄原 11月５日㈫・19日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 人権擁護委員 広島法務局三次支局

☎0824-62-5070

行 政 相 談

庄原 11月21日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 11月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 11月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月15日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 11月１日㈮13時～16時 西城自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット

（市役所本庁舎２階）
助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原 「これから」
11月12日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
11月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
10月22日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野

「M
メ ン ズ

en's  C
カ フ ェ

afe」
11月14日㈭13時30分～14時30分 高野保健福祉センター

相談・情報交換
参加費なし

高野支所市民生活係
☎0824-86-2115「ほっとカフェ」

11月15日㈮10時～12時 下高自治振興センター

比和 「あしたのカフェ」
11月19日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 相談・情報交換

参加費100 円
比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 10月21日㈪・11月11日㈪
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

高野 11月20日㈬９時30分～12時 高野保健福祉センター 身体・知的障害者相談
員

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 11月14日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 11月19日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 庄原 11月19日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

10月21日㈪・11月11日㈪・18日㈪
９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した

　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）

事前予約が必要

11月９日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

10月28日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 11月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

ゲートキーパー犬 「ボク」
いつもそばにいて見守ってくれる存在を表し
ているキャラクター

　身近な人や大切な人が、落ち込んでいたり、いつもと違う様子だったりすると、心配になることがあ
ると思います。そんな時に「自分に何かできることはないかと思うけど、何をしたらよいか分からない」
と悩んだことはありませんか？そのような時は、勇気を出して、まずは優しく声を掛けてみましょう。
　その行動がゲートキーパーの第一歩になります。

　市は、出前トークとして、自らの心の健康を保つ方
法や悩んでいる人を支援する方法を学ぶ「心の健康づ
くり～自分と大切な人の命を守るために～」、自殺の現
状や悩みを抱える人への相談支援の心構えを学ぶ「自
殺予防ゲートキーパー研修」を実施しています。

出前トークの受講を希望する場合は、行政管理課広報統計係 （☎0824-73-1159）に申し込みください。

　「ゲートキーパー」とは「ゲートキーパー」とは
　ゲートキーパーとは「悩んでいる人に気付き、声を掛け、話を聴き、必要な支援につなげ、見守る人」のこ
とです。特別な研修や資格は必要なく、難しく捉える必要はありません。誰でもゲートキーパーになることが
できます。周りで悩んでいる人がいたら、優しく声を掛けてみてください。声を掛け合うことで、悩みや不安
が少しずつ和らぐかもしれません。
　また困ったときには、一人で抱えず、相談窓口や専門家の力を頼りましょう。

　ゲートキーパーの４つの役割ゲートキーパーの４つの役割
　ゲートキーパーには、４つの役割があります。

例　相談者に丁寧に情報提供をしましょう。可能であれ
ば、本人の了解を得たうえで、代わりに窓口に連絡を取っ
たり、一緒に出向いたりできると相談者も安心されるこ
とでしょう。

【支援先につなげる】　　　必要に応じ、早めに専門家に相談するよう促す

例　本人が話しやすい環境をつくり、真剣な態度で受け
止めましょう。相手の感情を否定せずに対応すること、
聴いたら「話してくれてありがとう」「大変でしたね」な
ど労いの言葉を伝えることも大切です。

【じっくりと耳を傾ける】　本人の気持ちを尊重し耳を傾ける

例　家族や友人、知人の変化に気付いたら「何か元気な
いけど大丈夫？」「何か力になれることはない？」などと
声を掛け、無理に答えなくてもよいことを伝えましょう。

【変化に気付く】　　　　　家族や友人の変化に気付いて声を掛ける

　保健医療課健康推進係　☎ 0824-73-1255

誰もがゲートキーパーに

～気付きと絆で支えるいのち～

ホームページ
「こころの健康づくり」「こころの健康づくり」

例　連携した後も、必要があれば相談にのることを伝え
ましょう。

【温かく見守る】　　　　　温かく寄り添いながらじっくりと見守る

ゲートキーパー犬 ボク

気付く・
声をかける

つなぐ

見守る

聴く

健 康 広 場

広報しょうばら／ 2024.10　20 21　2024.10 ／広報しょうばら
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市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
10月31日㈭10月31日㈭

■市県民税（普徴）３期
■国民健康保険税（普徴）４期
■介護保険料（普徴）５期
■後期高齢者医療保険料（普徴）４期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

収納課収納係☎ 0824-73-1511

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

催　
　

し

相　
　

談

相
続
・
遺
言
に
関
す
る　
　

相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
は
、
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
、
多
様
な
悩
み
を

抱
え
た
人
の
相
談
に
無
料
で
応
じ

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

11
月
３
日
㈰　

10
時
～
16
時

【
電
話
相
談
】

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

【
面
談
相
談
】

と
こ
ろ　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
広
島
市
中
区
）

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

第
14
回
口
和
健
康
ふ
く
し
祭

わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　

令
和
元
年
度
の
開
催
以
来
と
な

る「
第
14
回
口
和
健
康
ふ
く
し
祭

わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
を「
く
ら
す
幸

せ　

ち
い
き
の
笑
顔　

わ
た
し
の

健
康
」
と
銘
打
ち
、
体
力
測
定
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
に
関

す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の

実
演
や
口
和
町
の
戸と

や
ま
か
い

山
会
に
よ
る

神
楽
公
演「
伊い

ぶ
き
や
ま

吹
山
」
が
披
露
さ

れ
ま
す
。
迫
力
あ
る
華
麗
な
舞
を

見
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
20
日
㈰　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

令
和
６
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
年
度
は「
ス
ポ
ー
ツ
」を
テ
ー

マ
に
、
本
市
の
こ
れ
か
ら
の
教
育

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き　
10
月
19
日
㈯

13
時
30
分
～
16
時
５
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容

▪
小
学
生
に
よ
る
取
り
組
み
発
表

▪
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表

▪
中
学
生
に
よ
る
団
体
演
技
発
表

▪
講
演「
夢
を
追
い
続
け
る
こ
と
」

講
師

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

銀
メ
ダ
リ
ス
ト

朝あ
さ
は
ら原　

宣の
ぶ
は
る治
さ
ん

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

花
＊
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く
り
、
人
々

の
交
流
機
会
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

11
月
10
日
㈰　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
広
場

（
総
合
体
育
館
の
隣
）

問
い
合
わ
せ

花
＊
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行

委
員
会（
山
本
）

☎
０
８
０
‐
８
２
３
２
‐
３
２
５
９

ワ
ン
ニ
ャ
ン
＆
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
や
犬
猫
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
マ

ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
飲
食
販

売
や
、
セ
ラ
ピ
ー
犬
と
の
触
れ
合

い
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

10
月
27
日
㈰　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

上
野
総
合
公
園
芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ

ワ
ン
ニ
ャ
ン
＆
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
実

行
委
員
会（
高
田
）

☎
０
９
０
‐
９
４
１
７
‐
１
９
４
３

三
次
高
等
技
術
専
門
校　

 　

４
月
入
校
生

　

令
和
７
年
４
月
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

▼
自
動
車
整
備
科（
期
間
２
年
・

　

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
）

▼
溶
接
加
工
科（
期
間
１
年
）

▼
建
築
科（
期
間
１
年
）

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
カ

　

月
）

※
各
科
の
見
学
は
い
つ
で
も
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者

令
和
６
年
度
中
学
校
・
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
人

応
募
受
付
期
限

10
月
31
日
㈭
必
着

選
考

▼
選
考
日　

11
月
15
日
㈮

▼
選
考
内
容　

数
学
・
国
語
・
面

接▼
合
格
発
表　

11
月
28
日
㈭

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

ミ
ツ
バ
チ
を　
　
　
　
　
　

飼
育
し
て
い
る
人
へ

　

養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
事
前
に

「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
県
へ
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
趣
味
で
飼
育

す
る
場
合
で
も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

令
和
７
年
分
の
届
け
出
は
、
11

月
29
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
の
た
め
に
飼
育
す
る
な
ど
、
提

出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
広
島
県
北
部
畜
産

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

提
出
先・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所
畜
産
振

興
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
７
１

募　
　

集

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

11月17日㈰
13時～14時30分

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 「ネット・ゲームにはまり過ぎの対応」 11月14日㈭17時までに

事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

問い合わせ　
広島県医療介護保険課　☎082-513-3212

広島県特定（産業別）最低賃金は、下記の通りです。

問い合わせ　広島労働局賃金室☎ 082-221-9244　三次労働基準監督署☎ 0824-62-2104

広島県最低賃金は、10月 1日から時間額 1,020 円です。

※今回改定された広島県最低賃金を下回るため、業種ごとの最低賃金が改定されるまでの間、広島
県最低賃金時間額 1,020 円が適用されます。

そ　

の　

他

業種 時間額
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 １，０６４円　

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 　１，０２０円※　

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 １，０２０円　

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 １，０２０円※

自動車・同附属品製造業 　１，０２０円※　

船舶製造・修理業，舶用機関製造業 １，０３０円　

各種商品小売業 １，０２０円※

自動車小売業 　１，０２０円※　
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新
米
餅
つ
き

新
米
餅
つ
き

　

ひ
ば
の
里
の
田
ん
ぼ
で
収
穫
し

た
新
米
の
も
ち
米
を
も
と
に
、
杵

と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
を
行
い

ま
す
。
つ
き
た
て
の
餅
は
先
着

１
０
０
人
へ
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　
11
月
３
日
㈰

13
時
か
ら

※
餅
の
振
る
舞
い
が
終
わ
り
次
第

終
了

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷　

　
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

　

庄
原
産
の
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
を

原
料
に
、
手
で
丸
め
、
茹
で
上
げ

て
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る
体
験
で

す
。
手
作
り
な
ら
で
は
の
素
朴
な

食
感
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き

11
月
２
日
㈯
～
４
日
（
月
・
振
休
）

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

料
金　

２
０
０
円
／
組

定
員　

15
組
／
日

第第
1818
回
庄
原
錦
鯉
同
好
会
　

回
庄
原
錦
鯉
同
好
会
　

品
評
会

品
評
会

　

地
元
の
錦
鯉
愛
好
家
が
飼
育
し

て
い
る
鯉
を
持
ち
寄
り
、
審
査
会

や
展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
27
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
北
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
国
兼
付
近

金
魚
す
く
い

金
魚
す
く
い

　

無
料
で
金
魚
す
く
い
が
楽
し
め

ま
す
。

と
き　
10
月
27
日
㈰　

13
時
30
分
か
ら

※
金
魚
が
無
く
な
り
次
第
終
了

と
こ
ろ　
北
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
国
兼
付
近

対
象　
小
学
生
以
下

定
員　
先
着
１
０
０
人

※
1
人
に
つ
き
５
匹
程
度

第第
5151
回
錦
鯉
品
評
会

回
錦
鯉
品
評
会

　

県
内
の
錦
鯉
愛
好
家
が
飼
育
し

て
い
る
鯉
を
持
ち
寄
り
、
審
査
会

や
展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　
11
月
４
日
（
月
・
振
休
）

９
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
北
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
国
兼
付
近

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

広告広告広告

恐
竜
な
ぞ
と
き
　
　
　
　
　
　

恐
竜
な
ぞ
と
き
　
　
　
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

園
内
の
一
部
エ
リ
ア
を
探
索

し
、
伝
説
の
恐
竜
の
正
体
を
解
き

明
か
す
体
験
型
謎
解
き
ゲ
ー
ム
で

す
。

と
き　
12
月
29
日
㈰
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
の
み

10
時
～
17
時
（
10
月
）

10
時
～
16
時
30
分（
11
月
～
12
月
）

（
受
け
付
け
は
終
了
の
１
時
間
前

ま
で
）

と
こ
ろ　
大
芝
生
広
場

（
受
け
付
け
は
特
設
テ
ン
ト
）

料
金　
６
０
０
円
／
キ
ッ
ト

※
参
加
者
１
人
に
つ
き
１
キ
ッ
ト

の
購
入
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
イ
ベ
ン
ト

公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
記
載
の
内
容
は
９
月
末
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
の
理
由
に

よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

令
和
６
年
度
全
日
本
少
年
少

女
武
道
（
銃
剣
道
）
錬
成
大
会

（
８
月
７
日
／
東
京
都
千
代
田
区
）

銃
剣
道
（
団
体
戦
）

小
学
５・６
年
生
の
部　
第
３
位

宇う

え惠　

桔き
っ
ぺ
い平
（
小
奴
可
小
５
年
）

長は

せ谷　

流り
ゅ
う
せ
い星
（
小
奴
可
小
５
年
）

木き
し
た下　
　

健た
け
る

（
小
奴
可
小
５
年
）

銃
剣
道
（
個
人
戦
）

小
学
１・２
年
生
の
部　
第
４
位

木き
し
た下　
　

歩あ
ゆ
む

（
小
奴
可
小
２
年
）

小
学
３・４
年
生
の
部　
第
１
位

宇う

え惠　

心こ
は
る春
（
小
奴
可
小
３
年
）

小
学
５・６
年
生
の
部　
第
３
位

宇う

え惠　

桔き
っ
ぺ
い平
（
小
奴
可
小
５
年
）

中
学
１
年
生
の
部　
第
３
位

田た
な
べ邉　

宇う

み海
（
東
城
中
１
年
）

短
剣
道
（
個
人
戦
）

小
学
３・４
年
生
の
部　
第
３
位

宇う

え惠　

心こ
は
る春
（
小
奴
可
小
３
年
）

第
48
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

清
流
の
国
ぎ
ふ
総
文
２
０
２
４

（
８
月
１
日
／
岐
阜
県
岐
阜
市
ほ
か
）

美
術
・
工
芸
部
門　
奨
励
賞

田た
な
べ邉　

麻ま

な那

（
油
木
高
３
年
・
東
城
町
）

２
０
２
４
年
全
国
高
校
生　
　

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権

（
８
月
16
日
～
20
日
／
滋
賀
県
大

津
市
）

65
キ
ロ
級

政ま
さ
も
り森　
　

翼
つ
ば
さ

（
三
次
高
３
年·

東
城
町
）

山や
ま
も
と本　

千ち
ひ
ろ尋

（
三
次
高
２
年·

西
城
町
）

第
36
回
全
国
高
校
生　
　
　

銃
剣
道
大
会

（
７
月
27
日
／
宮
城
県
岩
沼
市
）

団
体
戦　
第
５
位

細ほ
そ
か
わ川　

柊し
ゅ
う
が河（
庄
原
実
業
高
２
年
）

冨と
み
た田　

健け
ん
た太
（
東
城
高
３
年
）

細ほ
そ
か
わ川　

楓ふ
う
が河
（
東
城
高
３
年
）

第
24
回
高
校
生
も
の
づ
く
り 

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

（
11
月
９
日
～
10
日
／
福
島
県
い

わ
き
市
）

電
子
回
路
組
立
部
門

鳴な
る
と戸　

麗れ

あ愛

（
三
次
青
陵
高
３
年·

口
和
町
）

令
和
６
年
度
第
46
回
中
国
地
区

空
手
道
選
手
権
大
会

（
７
月
20
日
／
島
根
県
松
江
市
）

小
学
１
年
生
男
子
個
人
組
手

第
２
位

香か
が
わ川　

駿し
ゅ
ん
か夏
（
庄
原
小
１
年
）

小
学
２
年
生
男
子
個
人
組
手

第
３
位

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月
（
板
橋
小
２
年
）

小
学
４
年
生
女
子
個
人
組
手

優
勝

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち
（
板
橋
小
４
年
）

小
学
６
年
生
女
子
個
人
組
手

第
３
位

鈩た
た
ら
だ
に谷　
　

蘭ら
ん

（
庄
原
小
６
年
）

第
41
回
中
国
高
等
学
校　
　

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

（
７
月
18
日
／
東
広
島
市
）

団
体
の
部　
第
３
位

山や
ま
お
か岡　

瑠る

い生

（
広
島
国
際
学
院
高
３
年·

宮
内
町
）

第
49
回
中
国
中
学
校　
　
　

卓
球
選
手
権
大
会

（
８
月
９
日
／
広
島
市
安
佐
北
区
）

女
子
個
人
戦　
第
１
位

上う
え
の野　

優ゆ
う
な奈

（
呉
青
山
中
学
３
年
・
川
北
町
）

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
第
79
回
冬
季
大
会
）　　
　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
８
月
18
日
／
島
根
県
出
雲
市
）

銃
剣
道
団
体
戦　
第
１
位

細ほ
そ
か
わ川　

柊し
ゅ
う
が河（
庄
原
実
業
高
２
年
）

冨と
み
た田　

健け
ん
た太
（
東
城
高
３
年
）

細ほ
そ
か
わ川　

楓ふ
う
が河
（
東
城
高
３
年
）

第
70
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
広
島
県
大
会

（
７
月
６
日
～
７
日
／
広
島
市
安

佐
南
区
）

共
通
男
子
砲
丸
投
げ　
第
４
位

栁や
ぎ
ゅ
う生
陽ひ

び

き

日
紀
（
東
城
中
３
年
）

第
51
回
広
島
県
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会

（
７
月
13
日
～
14
日
／
広
島
市
安

佐
南
区
）

共
通
男
子
砲
丸
投
げ　
第
７
位

栁や
ぎ
ゅ
う生
陽ひ

び

き

日
紀
（
東
城
中
３
年
）

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技　
　
　
　

広
島
県
代
表
選
手
選
考
会

（
７
月
14
日
／
東
広
島
市
）

少
年
男
子
の
部　
65
キ
ロ
級

優
勝

政ま
さ
も
り森　
　

翼
つ
ば
さ

（
三
次
高
３
年·

東
城
町
）

広
島
六
大
学
野
球　
　
　
　

春
季
リ
ー
グ
戦

（
５
月
19
日
／
広
島
市
西
区
）

優
勝

宗む
ね
き
よ清　

哉か
な
た太

（
広
島
経
済
大
３
年
・
山
内
町
）

県
大
会

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

中
国
大
会

全
国
大
会

備北コスモスピクニック備北コスモスピクニック
10月20日㈰まで開催！
開園時間　９時30分～17時（入園は16時まで）
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日診療のご案内

●東城地域

10月・11月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶里山の駅 庄原ふらりで開催されたピクニックマ
ルシェに家族で遊びに行きました。当日は天気も良
かったので、私の子どもたちは外の芝生を走り回っ
て遊んでいました。マルシェでは、飲食店や雑貨など
たくさんの出店があったので、いろいろ買い物をさ
せていただき、楽しく過ごすことができました。10
月にもマルシェが開催される予定ですので、ぜひ皆
さんも行ってみてください。
▶庄原よいとこ祭りに取材に行きました。当日はと
ても暑い気候でしたが、夕方のパレードが近づくに
つれ、来場者の数も多くなっていきました。パレード
前には突然の夕立もありましたが、パレード参加者
の熱いパフォーマンスが祭りを一層盛り上げていま
した。ステージイベントや多くの出店、三輪車レース
などもあり、見どころ満載のお祭りでした。

人の動き （庄原市の人口） 

令和６年８月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，４１４人（前年比－７７９人）　
男　　１５，０４８人（前年比－３５２人）　
女　　１６，３６６人（前年比－４２７人）
世帯数　１４，８９８世帯（前年比－１０７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５６１人（前年比６９人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，５９１人（７，８６３世帯）
○西城地域　　２，８８７人（１，３０７世帯）
○東城地域　　６，５７３人（３，２６８世帯）
○口和地域　　１，７０８人　　（７４８世帯）
○高野地域　　１，４４７人　　（６２９世帯）
○比和地域　　１，１０９人　　（５２７世帯）
○総領地域　　１，０９９人　　（５５６世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４‐７３‐１１９７

10月27日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
11月３日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

４日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
10日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
17日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶「風の色紀行」写真展
とき　11月８日㈮～10日㈰　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

10・11 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（月見草）
　とき　10月28日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶イベント・展示・販売
〇国際平和ポスター展（ライオンズクラブ）
　とき　10月24日㈭～11月６日㈬
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　11 月 16 日㈯・17 日㈰　９時～ 15 時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　11 月９日 （土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

11 月

とき　　10 月 28 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　庄原市民会館ロビー 
※会場を前回の市役所本庁舎１階市民ホールから変
更しています。
出演者　
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▪楽器　
　イングリッシュハンドベル５オクターブ
演奏曲目　　　
愛の挨拶 ( エルガー )、わらべうたメドレー ( 岡本
和子編曲 )、ジブリの森（岡本和子編曲）ほか
▶ヒロシマハンドベルリンガーズ
　昭和 60 年にグループ結成。反核・平和を象徴し
ているカタカナの「ヒロシマ」をグループ名に使用
し、祈りの楽器といわれているベルを演奏すること
により「反核・平和への小さな小さな歩みを実現す
る」との思いで、保育所、児童会、高齢者施設から
の依頼により精力的に演奏活動を行っている。
　また、平和記念公園の原爆ドーム前での慰霊コン
サートや被災地救援のためのチャリティーコンサー
ト、そして、年に一度、定期演奏会を開催している。

　本市には、豊かな自然を背景として、新鮮でおいしく、安
全な食材が豊富であるという特色があります。その庄原市産
の食材から得られるおいしい「食」を体験することは、「食」
への理解をさらに深め、食育を実践することにつながる重要
な手掛かりとなります。　
　特に、学校給食で、子どもたちが地域の自然や環境、食文
化について知るきっかけになるなど、学習教材としての役割
を果たしています。
　本市の学校給食では、地元でとれた食材のおいしさや新鮮
さなどを知ることができるよう関係機関と連携を図り、地元
食材の利用を進めてきました。その結果、令和５年度に学校
給食で使用した農産物のうち、庄原市産の割合は 33％、広
島県産の割合は 8.4％となっています。

　市教育委員会は、これか
らも、地元食材をたくさん
使い、庄原の“おいしい”
を通じて、子どもたちの

「食」と「地域」への理解
が深まるように取り組んで
いきます。

▲庄原産広島菜漬けを使用した給食

学校給食における地産地消（農産物）の状況　※食品数ベース

（出典元：庄原市教育委員会）

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

学校給食で、庄原の
”おいしい”を食べよう！

口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

「ラジオ特別展」を開催します！
　世界で最初のラジオ放送は大正９年（1920 年）にアメリ
カで行われました。日本では大正 14 年（1925 年）３月 22
日に東京放送局（JOAK：現在の NHK 東京放送局）で最初
のラジオ放送が始まり、令和７年（2025 年）３月 22 日で
100 周年になります。
　その後、大阪放送局 (JOBK) と名古屋放送局 (JOCK) も開
局し、３年後の昭和３年（1928 年）に広島放送局 (JOFK)
が開局すると県内でもＮＨＫのラジオ放送が聴けるようにな
りました。
　ラジオ放送の始まった当時は鉱石式ラジオで放送を聴いて
いました。これはレシーバー（受話器）で放送を聴くため当
人以外は聴くことができませんでした。
　ラジオは電子技術の進歩とともに年々発展し、昭和 20 年
代には 20 社以上もの真空管・部品製造会社でラジオが大量
生産されて全国の家庭へ普及しました。当時は、部品を集め
てラジオを組み立てる自作マニアの人たちもいました。

　昭和 23 年（1948 年）にトランジスター、昭和 34 年（1959
年）にＩＣが発明されると、ラジオはポケットに入るほど小
さく高性能になり、その後、音質の優れたＦＭ放送やステレ
オ放送も始まり、高度情報化時代の現在まで、大切な情報源
として私たちの生活の中で活躍しています。
　当館では、この 100 年間に大きく進歩・発展してきたラ
ジオ受信機約 80 台を時代別・種類別に展示した「ラジオ特
別展」を、10 月から翌年３月末まで開催します。この特別
展では大正時代の鉱石式ラジオから、昭和の時代に大きく進
歩・発展してきた各種の真空管式ラジオをはじめ、トランジ
スター式の小型ラジオや超小型の IC ラジオを“動態展示”
した「ラジオの仕組みと原理体験コーナー」や「ラジオの特
別講演会」などを予定しています。
　この機会に、当館でラジオの仕組みと発達に触れて、先人
の「知恵と技術」を体験してください。　

鉱石式ラジオと
レシーバー

真空管式
携帯ラジオ

トランジスター
ラジオ

高級スーパーラジオ

ラッパ付ラジオ 電蓄
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